






























































範学校二年生は東洋工業に たので、時間を有効にするため、グライダーの訓練をしていました。グライダーの訓練 広島駅の北側の東練兵場で行いました。グライダーの練習は困難です。綱を引っ張 とグライダーがグーンとあがります。あがったら飛行しながらＳ字回転をしてもとの位置に着陸 ます。地上に白い枠がありその中に収まるように着陸すると合格で褒められました。―どうして東洋工業におられたのですか。荒谷
　
私の勤労動員です。高等師範学校の二年生の時は観音の三菱重






家が燃え出しましたので、川に飛び込みました。周り いたお母さんたちも子供抱いた ま川に飛び込みました。しかし川 中 はガレキがたくさんあってけがを ました。そのうち西側の家が燃え出すと、炎が川の中へ覆い被さるように吹き出してき とても熱い私は濡らし 上着をかぶって上流へと逃げました。ようやく岸が燃えていないところにたどり着き、グライダー訓練でよ 知っている二葉山を越えて東洋工業 帰りました。―八月七日に広島市内に行かれたのは、最初から己斐 辺りの学校を目指してゆかれたのですか。荒谷
　
母校がどうなっているのか気になったので行きました。土が熱





































































































で気持ちを休め、一番近い場所にいた女性のそば 座りました。女性を見ると、肌は赤く焼けただれ、当日着ていた であろう白いシャツが体の上に少し残っているだけでした。そ 残っ 白いシャツの上についている『高橋』と名前が書かれた白いバッチが目に入りました。私が「女学生？」と尋ねると、高橋さんはかすれた声で「はい」と答えました。そのとき高橋さんから 父親が広島高等師範学校心理学科教授の高橋悦郎だと聞 、ま かこんなところでお世話 なっ 教授の家族に会うとは思っていなかったので、とても驚きました。　「私達は山中高女の一、
 二年生で、あの日は雑魚場町で建物疎開を








































は八月八日頃に突然鼻血が出 以外、症状はありませんでした。後遺症が全くなかったので、実は被爆していないのでは、と考えたこともありました。三〇歳で結婚して二人の子どもに恵 れまし 。二世にも放射能の影響が出ることがあると言われていましたが、私は被爆後に鼻血が出ただけの健康体だったので、子どもが生 れるときも影響が出るという心配は一切しませんでした。子どもたちもそ ぞれ結婚し、今では孫が五人、ひ孫が二人います。
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●エネルギー問題について
　
今の日本は、電力を作るエネルギーを、自然から手に入れることが
できず、科学ばかりに頼っています。原子力発電もその一つです。　
ものはいつか古くなったり、壊れたりして使えなくなります。そし
て使えなくなったものは処分しなければいけません。島根県の原子力発電所は、施設の老朽化が進んでいます。もし原子炉が壊れてしまえば、東日本大震災で 福島県と同じように、原子炉から漏れ出た放射能によって、近辺の住民は住む場所を奪われてしま しかし、壊れる前に廃棄しようにも、捨てる場所がないのです。　
再び放射能による被害が たらされないためにも、原子力発電に頼
らず、原子炉の後始末の手段、事故が発生した場合の住民への対応について考えていくことが、 今後 きな問題になると私は思っています。
（
あらたに
　
たかあき
・広島大学総合科学部名誉教授）
